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 今月の５日に沖縄県普天間飛行場から離陸し

たオスプレイから基地の敷地外の宜野湾市民間

地にウオーターボトルが落下した。ボトルであっ

ても上空から落下すると人を傷つける凶器へと

変わる。さらに昨年、オスプレイの訓練の条件と

して日米政府が結んだ協定が全く守られていな

い。夜間（２２時～翌６時）の訓練は制限されて

いるが夜間訓練が日常的に行われている。また、オスプレイの事故はヘリモードや転換

モード時に全て起きていることから、それを制限する運用ルールの協定も無視をして訓

練を行っている。日米政府は国民の命を無視している。今すぐ訓練を中止せよ！！ 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 


